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概 要
学校教育活動の一環として実施される学校給食に対して，「学校給食用物資の適正かつ安定供給、

学校給食の普及充実及び食育の推進等に関する事業を行い、もって児童及び生徒の心身の健全な発
達に寄与することを目的」とし、学校給食用物資の安定供給に関する事業、学校給食の普及充実と
食育の推進に関する事業、学校給食用物資の安全確保及び衛生管理に関する事業を実施した。

１ 学校給食用物資の安定供給に関する事業（物資供給事業）
(1) 平成30年度の物資供給実績

物 資 供 給 状 況 一 覧 表

供給数量（単位：Kg） 金 額（単位：千円）
品 目

【比率％】 【比率％】 【対前年比率】
平成29年度 平成30年度 増 減

平成29年度 平成30年度 増 減

【65.3】 【65.0】 【▲0.1】
基 本 物 資

2,394,801 2,391,576 ▲3,225

脱脂粉乳（調理用） 774 763 ▲11 402 358 ▲44

小麦粉製品計 542,026 541,426 ▲600 398,866 406,435 7,569

（ パ ン 用 ） 533,092 532,804 ▲288 394,841 402,442 7,601

（ソフトメン用） 8,934 8,622 ▲312 4,025 3,993 ▲32

精 米 404,510 423,190 18,680 135,661 155,000 19,339

炊 飯 758,719 702,434 ▲56,285 536,621 513,960 ▲22,661

牛 乳 (本) 29,236,873 28,938,445 ▲298,428 1,323,251 1,315,823 ▲7,428

副 原 料 89,902 88,109 ▲1,793

ﾊﾟ ﾝ 用 脱脂粉乳 16,366 16,347 ▲19
〃 砂 糖 28,905 28,721 ▲184
〃 ﾏｰｶﾞﾘﾝ 28,905 28,721 ▲184
〃 米 粉 15,012 13,630 ▲1,382

ｿﾌﾄﾒﾝ用 ｼｮｰﾄﾆﾝｸﾞ 446 431 ▲15
〃 脱脂粉乳 268 259 ▲9

【34.7】 【35.0】 【1.1】
一 般 物 資

1,274,276 1,289,012 14,736

常温・冷蔵 534,801 550,292 15,491

冷 凍 739,475 738,720 ▲755

【100】 【100】 【0.3】
計

3,669,077 3,680,588 11,511

※主な増減の理由
全 体・児童生徒数の減少による供給数量の減少
基本物資・小麦粉製品---小麦粉価格の値上げによる金額の増

・精米------------センター炊飯への切替による供給数量の増及び精米価格の値上げによる
金額の増

・炊飯------------地元産米への切替、炊飯委託加工工場の１減による炊飯の供給数量減少
一般物資・物資の仕入れ価格値上げによる金額の増

【参考】給食対象人員概数 約149,300人(平成29年度 約149,500人)
平成30年度「鹿児島県の教育行政」より
①国公立小・中・義務教育学校在学者数及び教員数
②定時制高等学校在学者数及び教員数
③国県立特別支援学校在学者数及び教員数 ①②③の合計を算出（調理職員を除く）



(2) 学校給食の基本物資（主食）供給事業
ｱ パン供給（29工場に加工委託），ソフトめん供給（2工場に加工委託）

パ ン ソフトめん
供給数 供給金額 供給数 供給金額
10,216 千食 402,442 千円 100 千食 3,993 千円

ｲ 精米供給（炊飯を行っている学校・学校給食センター）＜県内産「あきほなみ」「早期コシヒカリ」＞
供給数量 供給金額
423,190 kg 155,000 千円

ｳ 炊飯供給（19工場に委託）＜県内産「あきほなみ」「早期コシヒカリ」＞
供給数量 供給金額
702,434 kg 513,960 千円

ｴ 牛乳代金徴収業務
供給金額 手数料
1,315,823 千円 5,806 千円

(3) 地場産物等一般物資（副食）の供給事業
ｱ 物資委員会の開催

開催日 出席者数 対 象 物 資
H30/ 6/29 19名 さんまみぞれ煮､里芋ｺﾛｯｹ、ﾗﾋﾞｵﾘ、中華風つくね、春巻Fe、国産リンゴゼリー、ムース 他
H30/10/18 19名 さばみそ煮､白身魚ﾌﾗｲ､国産ｷｬﾍﾞﾂのﾒﾝﾁｶﾂ､焼売､ﾌﾙｰﾂﾑｰｽ 他
H31/ 2/15 20名 いわしのﾄﾏﾄ煮、子持ちカラフトししゃもフライ、きびなごのカリカリフライ、ｵｰｼｬﾝｷﾝｸﾞほぐし身、Caたっぷりオムレツ 他

ｲ 中国・九州地区共同購入物資の供給
主 な 物 資

みかん缶､ﾊﾟｲﾝ缶､桜桃缶､ｹﾁｬｯﾌﾟ､筍､ﾑｷｴﾋﾞ､ｷﾇｻﾔ､ｲﾝｹﾞﾝ､ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｰｽ、枝豆むきみ 他

ｳ 九州地区共同購入物資の供給
主 な 物 資

ｽﾊﾟｹﾞｯﾃｨｰ、砂糖、輸入牛肉、ﾏﾖﾈｰｽﾞ類、ﾋﾞｰﾌﾝ、でんぷん、ﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ類、ﾁｰｽﾞ類、食用油 他

ｴ 県産品及び県内加工品の供給
主 な 物 資

米、牛肉、豚肉、鶏肉、さば切身、ｻﾂﾏｲﾓ乱切り、ｲﾝｹﾞﾝ、ﾋﾟｰﾏﾝ、かつお節、筍 他

２ 学校給食の普及充実と食育の推進に関する事業（普及充実事業）
学校給食法では、学校給食が児童生徒の心身の健全な発達に資するものであり、かつ、食に

関する正しい理解と適切な判断力を養う上で重要な役割を果たすものとして、その普及充実と
学校給食の持つ食育推進上の教育的意義を明確にしている。当会は、学校給食の円滑な実施及
びその充実発展に資するため、県教育委員会等との共催による、講習会等を開催し、学校給食
関係者の資質向上と専門的知識を備えた人材の育成を支援した。
また、食材に関する情報の提供，地場産物をとおした地域の食文化等の情報を発信するとと

もに 食育情報拠点として、学校給食情報交換会の実施やホームページ、広報誌による広報を
行うとともに指導資料等の貸出しを通じて学校における食に関する指導を支援した。

(1) 講習（研修）事業
ｱ 学校給食調理技術講習会〈主催〉
【内 容】学校給食の内容を魅力的で豊かなものにするとともに、鹿児島県食材の活用を

推進するため、調理技術等について講習会を行い、学校給食関係者の技術の向上
と学校給食の改善充実に資することを目的として実施した。
「西洋料理 ﾀｰﾌﾞﾙ･ﾄﾞ･ｼｯｸ･ﾌﾚﾝﾁﾚｽﾄﾗﾝｼｪﾌ 寺地貴子」氏を講師に招き実習ﾒﾆｭｰ
のﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝを見学・学習した後、参加者は、８班に分かれて調理実習を行い、
試食した。午後からは、演題「私と料理」という内容の講義を聴講した。

【対 象】国立、公立の小・中・高等学校及び特別支援学校並びに学校給食共同調理場等
に勤務する栄養教諭・栄養職員及び調理員、市町村教育委員会に勤務する栄養士

【期 日】平成30年11月20日(火）
【受講料】無料
【参加者】27人



ｲ 学校給食用パン品質審査会の開催
【内 容】学校給食用パンの品質向上を図るために、専門家による品質審査を実施し、その

結果をもとに委託加工工場への指導を行うとともに、製造関係者の技術の向上と学
校給食の改善充実に資することを目的として実施した。
委託加工工場が学校等へ納品したパンを本会に取り寄せ、事前検査として理化学

検査、乾物量等の検査を実施した。
審査会は、東福製粉株式会社 橋村明浩氏ほか８名の審査員が、29工場が製造し

た基準パンの「外観・内相・味」を審査した。
審査の結果は、各委託加工工場へ通知するとともに、広報誌「学校給食かごしま」

に掲載した。
【対 象】県内委託29工場
【期 日】平成30年11月22日(木）

ｳ 学校給食用パン・炊飯加工技術講習会
【内 容】学校給食用パン・米飯製造関係者を対象に、加工技術の向上等を図るため、今年

度は衛生管理を中心に実施した。
全日本パン協同組合連合会 常務理事 嶋内八郎氏を講師に招き、「加工工場の衛

生管理の徹底及びＨＡＣＣＰの最近の動向について」説明を受けた。
また、本会の衛生専門員が、衛生管理について講話し、一般衛生管理の徹底を指

導した。
【期 日】平成31年3月28日(木）
【参加者】23委託加工場 34名

ｴ 学校給食に関する研修講座
【内 容】学校給食の充実と食育の推進を目的として、夏季休業中に研修講座を開講し、学

校給食関係者の研鑽の場とした。
【対 象】栄養教諭・学校栄養職員・養護教諭・調理員等
【受講料】無料
【講座名・参加者】

講 座 名 開 催 日 参加人数
魅力ある献立作成のための郷土料理講座 平成30年7月31日(火) 20人
学校給食における食物アレルギーに関する講座 平成30年8月 7日(火) 44人
学校給食パン作り講座 平成30年8月 8日(水) 30人
魅力ある献立作成のためのパソコン講座 平成30年8月 9日(木） 30人
学校給食の衛生管理講座 平成30年8月 9日(木） 10人

計 134人
※学校給食パン作り講座には、少人数のため自校でパンを焼成している学校の調理員等５名も
参加した。

(2) 情報収集・提供事業
ｱ 学校給食情報交換会（年2回実施）
学校給食に関わる情報交換や工場視察を行い、併せて、学校給食の充実・発展に資するため

学校給食センターや県学校栄養士協議会等学校給食関係者、県ＰＴＡ連合会役員、県産品推進
協議会会員の参加による年２回の情報交換会を実施した。
【期 日】平成30年10月11日(木） 第1回学校給食情報交換会（参加43人）

・鹿児島協同食品株式会社視察
・鹿児島県酪農乳業株式会社視察

平成31年3月1日(金） 第2回学校給食情報交換会（参加41人）
・本会会議室

ｲ 広報誌「学校給食かごしま」の発行（年2回）

ｳ 献立集の作成・配布（年４回）
学校給食内容の充実を図るため、当会の取扱物資・地場産物等を使った春夏秋冬の季節毎の

献立集を年4回作成し、学校給食センターや学校等へ配付した。

ｴ 学校給食用物資展示会（年１回 入場者209人）
県内各市町村の学校や学校給食センター等の学校給食関係者を対象に本会が取り扱っている

物資を展示し、献立や調理方法等を紹介した。物資等の展示は、県産品活用推進協議会会員を
始めとして県内10業者、県外22業者が行い、本会は食に関する指導資料等の展示、食品検査器
具の展示・実演・取扱説明等を行った。
【期 日】平成30年7月27日(金）



(3) 学校給食研究団体等への助成（学校給食研究団体等助成金交付要領による）
【助成対象】地区学校給食連絡協議会、県学校給食センター連絡協議会
【助成内容】研究会・講習会開催事業、学校給食の調査研究事業等に対して、１団体20万円

を上限に助成した。
【助成先】

①地区学校給食連絡協議会 8地区 助成額：188,000円 単位：円
1 鹿児島市郡区 51,000 4 伊佐・姶良地区 27,000 7 熊毛地区 10,000
2 南薩地区 33,000 5 曽於地区 13,000 8 大島地区 22,000
3 日置地区 12,000 6 肝属地区 20,000 計 188,000

②県学校給食センター連絡協議会
助成額：200,000円

(4) 食育支援事業
ｱ 食のふるさと探険隊
【内 容】児童生徒及びその保護者で地場産物の生産地や工場を訪ね、生産、加工、流通

の実態を学び、体験や交流活動を通して本県の産物への関心を高めるもらうこと
を目的にｽﾅｯﾌﾟｴﾝﾄﾞｳの収穫、ｱｸﾞﾘｽﾀｲﾙ代表湯ノ口氏の講演の後、収穫した野菜で
のﾋﾟｻﾞ作り、黒豚ﾊﾞｰｶﾞｰ作りを体験し、試食した。

【対 象】県内の国公立小・中学校及び国・県立特別支援学校の児童生徒とその保護者
【期 日】平成30年11月17日(土）
【場 所】指宿市内農場、指宿菜の花館
【参加料】無料
【参加者】26組57人

ｲ 親子お魚教室
【内 容】魚のさばき方や調理方法を学び、魚や魚料理に興味・関心を持たせる。また、

家庭での魚料理が増えることにより、地域や家族ぐるみの日本型食生活を推進し、
健康増進を図ることを目的に、県漁連鮮冷工場長坂上氏の講演の後、カンパチの
解体ｼｮｰの見学、あじ、キビナゴのさばき方を体験し、試食した。

【対 象】県内の小学校３年生以上の親子
【期 日】平成30年10月27日(土）
【場 所】本会 調理室
【参加料】無料
【参加者】親子16組（32人）

ｳ 食育指導教材（フードモデル・ビデオ・DVD・紙芝居等）の貸出し
学校での食に関する指導の教材として貸出し、食育の指導を支援する。

【H30実績】年間197件
ビデオ・DVD 紙芝居 フードモデル 計

32 92 73 197

(5) 施設（調理実習室・研修会議室等）の開放
【H30実績】姶良・伊佐地区学校栄養士協議会他 延べ 6日間（364人）

(6) 学校給食関係功労者等の表彰
【内 容】県内の学校給食の普及充実及び発展向上に努めた団体又は個人に対し、その

功績に報いるために表彰規程に基づき表彰を行った。
【表彰対象者】学校給食関係専従職員、学校給食業務の団体・個人他
【H 30 実績 】個人16人、委託加工工場1工場

(栄養教諭7人、調理員4人、米作農家1人、
評議員2人、理事1人、監事1人、委託加工工場1工場）

３ 学校給食用物資の安全確保及び衛生管理に関する事業（衛生管理事業）
学校給食用物資は、成長期の児童生徒の心身の健全な発達に資するものであり、特に品質的に

優れ、かつ衛生上安全なものでなければならない。このため本事業を通じて、物資の品質や安全
性確認のための品質検査や委託加工先(パン，炊飯，めん)への立入検査及び指導助言を行うほか
学校給食共同調理場の施設及び設備の衛生管理並びに栄養教諭及び調理員等を対象にした衛生管
理に関する講話や衛生検査の実習、検査器具の貸与等を積極的に行うことで、食中毒等の食に対
する危機の回避や関係者の意識・知識の向上等により、学校給食の安全確保を図った。



（1）取扱物資等の検査事業
【検査方法等】食品衛生法や日本冷凍食品検査協会指導基準、ＪＡＳ法等に定められた方法に

準拠して行い、品質や衛生の確認を行っている。
また、学校給食用精米、米粉及び学校給食用パン小麦粉ついては、残留農薬検査及

び放射性物質検査等を、外部の専門機関に委託し、安全性の確認に努めた。
検査実績

検 体 数 検 査 数 摘 要（検査項目等）
細 一般細菌数,大腸菌,大腸菌群,サルモネラ,黄色ブドウ球
菌 ６５８ ３,２８５ 菌,カンピロバクター,腸炎ビブリオ,ウエルシュ菌,腸管出
検 血性大腸菌O157,クロストリジウム属,カビ,酵母,他
査

理 栄養成分(塩分 たんぱく質 脂質 カルシウム 水分等),食
化 品添加物,溶出スズ, pH 真空度,酸価,過酸化物価,ヒスタ
学 ５８６ １,９７８ ミン,新鮮度,可溶性固形分,アレルギー物質(乳 卵 小麦),
検 残留農薬(簡易法),カビ毒(アフラトキシン),他
査

計 １,２４４ ５,２６３

外部委託検査実績
品 名 検 査 項 目

学校給食用精米 放射性物質、残留農薬、米品種判別、カドミウム
学校給食パン用米粉 放射性物質、残留農薬、カドミウム
学校給食パン用小麦粉 放射性物質、残留農薬

（2）委託加工工場の衛生検査，実態調査の実施
【検査概要】学校給食用パン、炊飯、ソフトめん委託加工工場の施設設備、環境衛生、原料等

の適正保管及び受払い等について、毎年実態を調査し実地指導を行った。
また、容器等について、拭き取りによる細菌検査及び清浄度検査（理化学検査）

を実施し、衛生確保のための助言を行った。
【実施工場数】 14工場
【検査対象数】 パン容器、米飯容器、ﾄｲﾚ設備等 102検体
【検査内容・実績】 細菌検査(一般細菌数、大腸菌群） 洗浄度検査 489項目

（3) 訪問衛生検査
【検査概要】学校・学校給食センター等からの依頼（申請）により、調理施設内の器具・機材

調理従事者の手指・鼻腔及び食器具を対象として、細菌検査、清浄度検査及び洗浄
度検査の各項目を実施し、検査結果報告書を実施先に報告した。

【検査内容・実績】7施設 細菌検査・清浄度検査・洗浄度検査 340検体 577項目

（4）依頼品の検査事業
【検査概要】学校給食関係者からの依頼により、食器具の洗浄度確認のための残留物検査を行

い、報告を行った。
また、学校給食用物資展示会において、学校給食関係者が持参した食器具の検査

を関係者とともに行った。(22箇所、食器数198個）

（5）検査機器及び衛生関係DVDの貸出し
【概 要】学校給食調理場で関係者が行う衛生検査に必要な検査機器及び衛生関係DVDを無

償で貸出し、衛生管理や衛生意識の向上の一助とした。
【貸出実績】ミニふらん器、ルミテスター、手洗い上手、糖度計、塩分計、衛生関係DVDを57

箇所に貸出した。

（6）「食品検査室だより～うみなぎ～」の作成・配付（毎月（9月を除く)１回）300部
【内 容】食品衛生情報、検査実施内容・結果、訪問衛生検査申込、貸出検査機器の紹介等

（7）衛生講話講師派遣
【派 遣 先】県学校給食センター連絡協議会等
【派遣回数】6回

４ 事業報告の附属明細書
平成30年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条第3項
に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。



５ その他
１ 評議員・理事及び監事（平成31年3月31日現在）
任期 評議員 平成28年(2016年)6月７日～令和2年度(2020年度)定時評議員会の終結の時まで

理 事 平成30年(2018年)6月11日～令和2年度(2020年度)定時評議員会の終結の時まで
監 事 平成30年(2018年)6月11日～令和4年度(2022年度)定時評議員会の終結の時まで

常 勤
氏 名 所 属（役 職）

非常勤

評議員 勝 間 田 収 霧島市立宮内小学校長 非常勤

鹿児島県学校栄養士協議会会長
〃 市 來 さつき 〃

（さつま町立宮之城学校給食センター栄養教諭）

鹿児島県学校給食センター連絡協議会
〃 満 留 三 成 〃

（鹿児島市立谷山学校給食センター所長)

〃 窪 田 雅 彦 鹿児島県教育庁姶良・伊佐教育事務所長 〃

〃 小 倉 寛 恒 姶良市教育委員会教育長 〃

〃 西之園 眞 肝付町教育委員会教育長 〃

〃 太 田 敬 介 鹿児島県ＰＴＡ連合会会長 〃

〃 坂 元 きよみ 元鹿児島県小・中学校養護教諭 〃

元鹿児島県学校栄養士協議会会長 〃
〃 中 馬 和 代

(鹿児島純心女子短期大学教授)

〃 寺 師 睦 美 鹿児島女子短期大学 准教授 〃

理 事 米 森 孝 代 霧島市立溝辺中学校長 〃

鹿児島県学校栄養士協議会副会長 〃
〃 二間瀬 栄 一

（国分地区南部学校給食センター栄養教諭）

〃 鹿児島県学校給食センター連絡協議会
徳 田 弘 美 〃

(志布志市立志布志学校給食センタ－所長)

〃 中 山 恭 平 鹿児島県教育庁保健体育課長 〃

〃 中 野 健 作 鹿屋市教育委員会教育長 〃

〃 大 柳 俊 一 鹿児島県町村会 事務局長 〃

〃 田 實 澄 恵 鹿児島県ＰＴＡ連合会副会長 〃

〃 鶴 窪 舞 子 保護者（姶良市ＰＴＡ連絡協議会） 〃

〃 豊 島 真 臣 公益財団法人鹿児島県学校給食会 常 勤

〃 羽 生 義 隆 公益財団法人鹿児島県学校給食会 〃

監 事 小 松 信 明 元鹿児島市立鹿児島商業高等学校長 非常勤

〃 原 口 洋 鹿児島市立城南小学校長 〃



２ 会議等
ｱ 評議員会

開催年月日 主 要 審 議 事 項 等

1 議事録署名人の選任について
2 平成29年度事業報告及び決算について

定時評議員 平成30年6月11日 3 評議員の補充選任について
会 4 理事の補充選任について

5 監事の選任について

1 議事録署名人の選任について
臨時評議員 平成31年3月19日 2 平成31年度事業計画及び収支予算について

会 3 評議員の補充選任について

ｲ 理事会

開催年月日 主 要 審 議 事 項 等

1 理事長及び常務理事の職務の執行状況について報告
定例理事会 平成30年5月14日 2 平成29年度事業報告及び決算について

3 平成30年度定時評議員会の招集について

臨時理事会 平成30年6月11日 豊島真臣を理事長に選定し、代表理事とする
羽生義隆を常務理事に選定し、業務執行理事とする

（書面による決議）

1 理事長及び常務理事の職務の執行状況について報告
定例理事会 平成31年2月19日 2 平成31年度事業計画書及び収支予算書について

3 平成30年度臨時評議員会の招集について

ｳ 監事監査

実施年月日 主 要 事 項
監事監査

平成30年5月9日 平成29年度に係る業務及び会計監査
(監査人 小松監事、内田監事)

ｴ 外部監査

実施年月日 主 要 事 項
監査契約に
基づく監査 平成30年5月7日 公認会計士による平成29年度に係る会計監査


